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池に暮
く

らすトンボの一生

産
さん

卵
らん

はオスとメスが連結したま
ま、水草や杭

くい

、やわらかい朽
く

ち
木などに行う。

夏に羽化した個体より、
秋に羽化した個体の方

が 長
ちょう

距
きょ

離
り

を移
い

動
どう

する。 成
せい

熟
じゅく

すると水域にもどり、オ
スは開

かい

放
ほう

水
すい

面
めん

で５〜 15m の
範
はん

囲
い

で縄
なわ

張
ば

りを張る。

若
わか

い個
こ

体
たい

は、羽化した
水
すい

域
いき

を離
はな

れ、遠方まで
飛んでいく。

ギンヤンマ
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水面が開けて水草のある池や沼
ぬま

に暮らすトンボの代表はギンヤ
ンマ。飛ぶのが得意で、都会の公園の池などにもくることがある。

卵は 17、18 日でふ化する。
幼虫は 10 〜 11 カ月かけて
13 回

かい

脱
だっ

皮
ぴ

し、終令になる。

春、水が温かくなると、幼虫
は水面から突

つ

き出
で

た杭や枝
えだ

、
草の茎

くき

などに登って、夜に羽
化する。

羽化した成虫は夜明け
とともに、近くの藪

やぶ

の中
に移動する。
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アキアカネ

田んぼに暮
く

らすトンボの一生

産
さん

卵
らん

はオスとメスが連結したまま
飛び、メスの腹部の先を水面や
湿
しめ

った泥
どろ

をたたくように行う。

卵のまま越
えっ

冬
とう

する。

日中の気温が 20 〜 25 度の場所で夏を
過
す

ごす。夏の終わりには羽化直後と比
くら

べ、
体重が２、３倍になっている。

平地が涼
すず

しくなるころ、何万、何十万と
いう群

む

れになって水域にもどってくる。
このころから、腹

ふく

部
ぶ

が赤くなり始める。
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浅い水辺で育つトンボの代表はアキアカネ。「赤とんぼ」とい
う唄

うた

にもなっているが、最近各地の田んぼから姿
すがた

を消している。

６月の終わりごろ、イネや畔
あぜ

の草に
登って羽化する。その後、１、２日は
水域近くで体が固まるのを待つ。

体が固まった成虫は水
すい

域
いき

近くの木立
に集まる。そこで４、５日えさをとり、
よく晴れた無風の日に高い山をめざし
て移

い

動
どう

する。

春になり、田んぼに水が入ると
ふ化する。幼

よう

虫
ちゅう

は２カ月半〜３
カ月かけて、成長し羽化する。
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●羽化殻を持って帰る
　持ち帰った羽化殻には、他の羽化殻とまざらないように、必ず

「採
さい

集
しゅう

場所」「採集した年月日」「採集者」を小さな紙に書き、羽化
殻といっしょにとっておく。
　羽化殻は、採ってきたばかりのときは固まっていて、不用意に触

さわ

るとこわれてしまうので気をつける。

●軟
な ん

化
か

する（柔
や わ

らかくする）
　採ってきたときのまま保

ほ

管
かん

して
もいいが、標本として他の羽化殻
と比べてみるときは、形を整えよう。
採ってきた羽化殻は固くなってい
るので、まずは柔らかくしなくては
いけない。霧

きり

吹
ふ

きを使うか、小さ
な容

よう

器
き

（タッパーなど）を用意して、
水で湿

しめ

らせた綿
わた

やティッシュペー
パーを入れ、その上にそっと羽化
殻を置き、しばらく待つ。

●展足する（あしを整える）
　羽化殻がやわらかくなってきた
ら、あしなどの形をピンセットで整
える。

●貼
は

り付
つ

ける
　半日ほど乾燥させれば形の整っ
た標本の完成。その後は、保管用
のケースや虫ピンを刺した台紙な
どに貼り付け、必ず採集場所、採
集した年月日、採集者を書いたラ
ベルといっしょにしておく。

　標本を残しておくと、いつ、
どこに、どんなトンボがいたか分
かる重要な 証

しょう

拠
こ

となる。あとで
名前を調べたり、他の羽

う

化
か

殻
がら

と
比べることもできるので、標本
作りにも 挑

ちょう

戦
せん

してみよう。

■標本の作り方
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